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中澤日菜子 著
（新潮社）

　還暦を過ぎ運転免許を返
納した５人が、自転車レース
のチームを結成した。仲間
の存在は、それぞれの事情
と向き合う力になっていく。

「キネマトグラフィカ」

古内一絵 著
（東京創元社）

　かつて映画会社で奮闘し
今は別の道を歩む同期が、
ある地方の映画館の閉館を
機に集まった。仕事への愛
と情熱が伝わる作品です。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／７月12日（木）、26日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

おはなしの時間

◦幕末・明治偉人たちの「定年後」
	 （河合敦）
◦江戸の科学者　　　　	（新戸雅章）
◦昆虫学者はやめられない	（小松貴）
◦ゴリラからの警告　　	（山極寿一）
◦本日晴天お片づけ　	（伊藤まさこ）
◦犬房女子　　　　　　	（藤崎童士）
◦日本鉄道事始め　　　	（髙橋団吉）
◦君だけの声を聴かせて	（福田真史）
◦みなさんの爆弾　	（朝比奈あすか）
◦爽年　　　　　　　　	（石田衣良）
◦泣きかたをわすれていた	（落合恵子）
◦山猫クー　　　　　　　	（川口晴）
◦放課後ひとり同盟　	（小嶋陽太郎）

◦日の出　　　　　　　	（佐川光晴）
◦黙過　　　　　　　　	（下村敦史）
◦〈ミリオンカ〉の女　　	（高城高）
◦地球にちりばめられて	（多和田葉子）
◦ペインレス　上・下　	（天童荒太）
◦小屋を燃す　　　　　	（南木佳士）
◦バルス　　　　　　　　	（楡

にれ

周平）
◦バビロンの階段　　	（蜂須賀敬明）
◦三千円の使いかた　　	（原田ひ香）
◦傍流の記者　　　　　	（本城雅人）
◦あの夏、二人のルカ　	（誉田哲也）
◦つながりの蔵　　　	（椰

や

月
づき

美智子）
◦デートクレンジング　	（柚木麻子）
◦こどもスケッチ　	（おーなり由子）

全
人
類
の
願
望
で
あ
り
、
悲
願
で
あ
る

世
界
平
和
―
―
。
全
世
界
が
注
目
す
る
中
、

米
朝
首
脳
会
談
が
６
月
12
日
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
で
唯

一
残
っ
た
冷
戦
構
造
が
70
年
余
り
続
く
朝

鮮
半
島
。
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
は
、
当
事

国
だ
け
で
な
く
日
本
、
中
国
、
ロ
シ
ア
な

ど
隣
国
に
と
っ
て
も
最
大
の
感
心
事
で
あ

り
、
こ
の
会
談
で
前
に
進
ん
で
ほ
し
い
と

強
く
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
く
る
に
は
米
朝
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
国
々
の
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
両
国
の
事
務
レ
ベ
ル
で
の
事

前
交
渉
、
擦
り
合
わ
せ
な
ど
、
並
々
な
ら

ぬ
努
力
が
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
両

国
の
立
場
、
主
張
は
必
ず
し
も
一
致
す
る

も
の
で
は
な
く
、
一
気
に
解
決
へ
と
進
む

と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
世
界
中
の
人
々
が
同
じ
思
い
を
持

ち
、
確
実
に
平
和
へ
の
第
一
歩
を
刻
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
会
談
の
大
き
な
目
的
は
、
米
側

か
ら
す
れ
ば
北
朝
鮮
の
「
完
全
か
つ
検
証

可
能
で
不
可
逆
的
な
非
核
化
」
で
あ
り
、

北
朝
鮮
が
望
む
の
は
「
安
全
・
体
制
の
保

証
」
で
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
問
題
解

決
や
手
順
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
が
、

米
韓
合
同
演
習
の
中
止
、
段
階
的
な
非
核

化
、
経
済
援
助
な
ど
に
北
朝
鮮
の
交
渉
の

巧
み
さ
を
、
改
め
て
感
じ
た
思
い
で
し
た
。

し
か
し
「
平
和
」
と
い
う
大
き
な
果
実
を

得
る
に
は
両
国
が
協
調
、
譲
歩
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
少
し
心
配
す

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
に
と
っ
て
も
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

で
あ
り
ま
す
。
力
の
後
ろ
盾
に
押
し
切
ら

れ
ず
、
拉
致
問
題
の
解
決
な
ど
に
向
け
、

日
本
の
主
張
を
根
気
よ
く
訴
え
、
譲
歩
を

引
き
出
す
よ
う
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
国
内
問
題

で
も
め
て
い
る
と
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
へ
帰
る
こ
と
を
何
十
年
も
待
ち
に

待
っ
て
い
る
拉
致
被
害
者
が
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
を
取

り
戻
せ
る
日
を
、
日
本
中
が
願
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
…
。
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